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最物の天文學1蕾ヒバル調ス
C．　S．　ム　ン　ト
　一型最：初の天文學者は誰であらうか？　天膿理學を眞面目に研究する者が屡
々求めるのは此の疑問でφる．之を解答する前に，少し黙り回顧して，如何な
る特徴や特別な學識を資格の標準として用ふべきかを決定する必要がある．明
らかに，月や星に，只，偶然と目を注ぐ丈けでば，充分でぱない．叉，道樂と
しての天文理學の法1党ば“天文導者”と禰へられるものと解寄してはならな
い．より根本的な資格を必要とする．
　恐らく，天文學者とは天文前上の早早あり，才能ある人物t一一換言すれば，
自己の時間の大部分を，自己，叉は，他者が確立する檬な事實を一意研究し，
組織的に観測し，論議し，解繹し，省ほ，叉，自己の観測を合理化すると高ば
れる理論を組成する爲，献身的な理學者だと意見を一致させるとすれば，他に
言外の鯨地を認めない．斯くて理皐史の最初の人物たる前言を與へる場合，
“天文學者”といふ品品に緊要な資格を云々する意向を恵んで臭れる．正しく
最：初の人物であるべきだと決定する爲，一鷹，古代：文化に於ける業蹟を吟味す
る必；要がある．
　天文學はギリシャ時代以前に行はれて居たので，次の2っの明白な必要性に
せまられる．先づ第1に，天文學は年代學の要求と，時の進行に注意を梯ふに1
時分な天艦智識を與へて早れた．第2に天文學は精神的な平安，叉は宗教の形
式的な儀式と相結んで用ふ滞る天即事質と室想を声望されたグル1プ（総侶）の‘
手中に置いた．其の結果として，文化の濫膓の頃の貢献は極めて散在した性質
のものであり，前述の目的の爲にのみ必要とされた．勿論解繹は理學的な根嫁
や組織的な観測上，殆んど全く不必要なものであった．故に初期丈化の仕事の
量：は最初に天文傷者として分類して見る必要を老へる程の資格を欠いて居るの
で，憎く初歩の形にあっても，最初の實際的な天文導者の存在を認める様な性
質のものではなかった．ギリシャの天交學は“宗教と神話とが殆んど年代學と
無關係な天艦や占トに少しも論及しなかった”理學であった．（Lewisの「古
代入の天文學」）其の上，ギリシャ人は熱烈な哲學的傾向の心の持主だつたの
で，周圏の世界観，殊に幾何學的な基礎に關する見解に，就中，興味心を抱い
て居た．
　ギリシャ人の中には多くの著名な人物があって，理學方面も数名含まれ七居
る．天：文學は立派に獲揚され，稜展上多大の貢献者が績出し，後年に至って大
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いに人間の心的先見を横溢し，物理學的世界の人間の解繹にも與って力があっ
た．之等の申には，地球は二二で，星は自罷の光で光輝を放つものであると主
張し，叉ある程度，』正確に歎同の蝕を豫言したミレトス派の二丁者タレiスが
居る．亜いで，地球は太陽の周忌を巡ると考へた，幾何怠者としてより有名な
ピタゴラスが居る．叉，大アリストテレ1スも居る，叉，地球を球艦であると
して，球脚の大さを結論する方法を考へたエラ1・ステネスを言ぴ洩らしてはな
らない．：或は，太陽と地球とに就いては，．太陽中心の假読を支持し，又，太陽
と月の直面と距離の決定に幾何學的な方法を語用したのにアルキメデスが教へ
て臭れるサモスのアリスタルコスも居る。
　然し，前述の誰一一一入として掛汁“天文學者”の民話に値する者とてはない．
タレ」スやアリストテVlスは確かに暫畢者であり，ピタゴラスは有名な幾何
三者であったにしても，誰…人として組織的に刻苦した観測を行はなかった．
叉，可成りの程度高論測を重要親しなかった．之等の凡ての貢献は極めて確實
に連絡がなく，叉，天：文學に入生の大部分を貢献するといふプランがなかっ
た．最初の天文學者の稻號を冠する乱闘ある入物を獲丸しようと思へば，
Lewisが　“古代天文學の偉大なる貢献者”と呼んでみるヒパルコスを回顧す
る必要がある．
　ヒパルコス緑西暦前2世紀に生存して居た．然し彼の生涯に就いては殆んど
何も知られて居ないし，大暦關係のある著書も極く僅か論りしか保存されて居
らない．彼は恐らく古代：文化の中心であるアレキサンドリヤを何時かは訪問し
た事だらうが，観測は大部分Rhodos島で行ったやうである．吾人がヒパル
．＝スの業蹟を知って居るのは，アレキサンドリヤのトレミイが其の後著名な天
文記者として彼ヒパルコスを賞讃して居るのに基づいて居る．
　ヒパルコスの貢献は，事業途行上極めて必要とした三角法を完成し，又，恐
らく進歩せしめた外に，4っの業蹟が墨げられる．略述すれば先づ第1に，太
陽と月に適用してある程度迄成功をた牧め運動組織，伺ほ之に加へて1年の長
さと聯絡した槻測，太陽表の調製（此の種の最初のもの），太陽と月との観測，
蝕の豫言方法の改良等々を行った．叉，、之は失敗に終ったが，明らかに自己の
摂動組織を遊星に適用しようとした．從って，彼自身は之等の天罷の連績襯測
を漏足するまで行ぴ，見解の仕事を後点者に残したのである．
　第2に，これれ迄誰人も認めない位置に突如として星が出現するのに注目し
て，星の型録の作成を思ひつき，之を實現せしめた．此の型緑は明確な座標形
式に基づく星の位置を示し，又，型鋒中の1080ケの星は，凡て光度を6等級に
分類した．（之が現在使用の眼覗等級の始まりである）
　第3に，ヒパルコスは，以前の観測者の観測と自己との比較研究を行った。
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驚いた事には，春分黒占から星の距離が格段の攣化があり，凡てが天の輕度では
櫓：平し，緯度は其の儘で攣化を見ないのを認めた．
　彼は座標形式に於ける基準黒占の憂化が起つたものと結論した．（此の結論こ
そ天才たる彼を示す顯著な一例である）又，歳差の現象として知られて居る極
めて著しい天艦現象を始めて見出した．假へ，ヒパルコスの業蹟として，此れ
以外のものが知られなくても，此の貢献のみで非凡な才能の人物として，叉，
旧名な天文學者として心に銘するに吝かではない．
　最後に，彼は天髄事件や現象を出品る丈＝苦心して槻測した．前述した黒占が屡
々“ﾃ代のニウトン”と呼ばれる入物の素描である．秀れた器械もなく，極め
て困難に耐えて研究をした彼の，業蹟を現はした状態に照して學識を書債する
時，一層實に驚嘆すべき結果を生み出したのである．彼こそ最初の天文學者で
なV・だらうか？　事實さう名付ける事が出來ると思ふ．
　蓋し，彼は天文學上の學識と才能を具へた人材であった．叉，刻苦勉働して
組織的な天騰の研究観測va　一一生を献身し，自己が確めた見解を試みた最初の入
物であった．彼の業蹟の特徴は：方法の確實さと，本誌に理學的な天才を現はし
浸事だつた．
　Delambreは著書“古代天文學史”Histoire　de　L’Astronom至e　Ancienne
に於て，“吾人は彼を古代の最も驚異すべき人物の一人として認めねばならぬ”
と述べて居る．ヒパルコスは天文學上に於ては凡ての先輩達の上位を占め，眞
の最初の實際天文豪者として，認められるべきであると思ふ．
　　（編輯者の註）
　彼の先輩のある者，特にエラ1・ステネスとアリスタルコスの業蹟を考へて見
る時，富者の中には最初の天：文學者としてヒパルコスに榮冠を與へるのは恐ら
く異議があるかとも思ふ．ヒパルコス自身は“覚りに自分が他者よりも遙か向
ふを見たとすれば，只，亘人達の肩の上に立つたからである”1と云ったのは，
ニウトンの場合と同様に先葦に負ふ暫多大であると自認して居るのである．
　不快な比較を止めにして，兎に角ヒパルコスを“極めて眞理を愛し，螢作を
愛する人”と構へた1・レミ1と同一意見である．又，“ヒパルコスに於て，古代
の最も偉大なる人物の一人を認め”，叉，“幾何學と槻測の一致を要望する理學
に於け為最大そのものである”と書き誌したDelambreに賛意を表し，樹ほ
又，“一言すれば，此の世に殆んど普邊的な天才天文學者が居た　綴承者の活
魚は彼を組織天文學の父と名付けたのである”と書いたヘンリ・スミス・ヰリア
ムスと意見を一にするものである．　　　　　（A・S・P・Leaflet　80，佐登見課）
